
： ：

： ：

： ：

： ：

： ：

： ：

： ：

： ：

（協力内容）

協力予定施設名称・所在地・連携内容

（医療・介護施設名）

10

27

1 名 常　勤

常　勤

1 名

常　勤

非常勤 0

名 308

非常勤

（うちリハ専門医）

・理学療法士

・作業療法士
非常勤 0 名

常　勤

名 非常勤

常　勤 61 常　勤

多摩北部医療センター（東京都東村山市青葉町１－７－１）

・言語聴覚士

4

公益財団法人東京都保健医療公社　多摩北部医療センター

北多摩北部二次保健医療圏

地域リハビリテーション支援事業 実施計画書

設置場所

5

4

事業実施予定地域　　※区市町村名を記入してください

二次保健医療圏内 二次保健医療圏外

Ⅰ　事業実施体制等

3
平成２９年４月１日から平成３２年３月３１日まで

職種・人数
（H29.4.1現在）

・医師

2

3 名

非常勤

医療機関名

名

1

地域リハビリテーション支援センターの運営体制（予定）

東村山市、清瀬市、東久留米市、小平市、西東京
市

名

二次保健医療圏名

0非常勤 20

0 名

常　勤 7 名

3 名

非常勤

事業実施予定年月日

・ｿｰｼｬﾙﾜｰｶｰ等

・事務職員

・その他

連携予定施設名称・所在地・連携内容

（医療・介護施設名）

常　勤

名

非常勤 59 名

名 名

名

6

予定する連携施設　　※連携施設が複数ある場合は、別紙による説明可

連携予定

協力予定

予定する協力施設　　※協力施設が複数ある場合は、別紙による説明可

7

有

無

有

無

（連携内容）（所在地）

（所在地）

資料６－４ 
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※各項目の取組目標は次頁以降に記載

地域リハビリテーション関係者の連携強化

　地域リハビリテーション施設、自治体、関係団体等が参画する連絡会を開催し、現状の課題等につい
て意見交換と情報共有を行い、地域リハビリテーションに関わる施設等の連携を推進

【都におけるリハビリテーション医療推進の方向性（東京都保健医療計画）】
　＜計画期間：平成25年４月１日から平成30年３月31日まで＞

地域リハビリテーション支援体制の充実

　今後の更なる高齢化の進展に伴う地域リハビリテーションの重要性を踏まえ、平成２３年度から各地域
リハビリテーション支援センターが実施している次の３つを柱とした事業をより充実・強化

地域リハビリテーション提供体制の強化

地域リハビリテーション支援センターとしての取組方針（全体目標）

　訪問又は通所リハビリテーション事業所に対して介護支援専門員との意見交換の場を提供するととも
に、介護支援専門員に対してリハビリテーションの知識・技術等に関する研修を実施することにより、
訪問・通所リハビリテーションの利用促進

訪問・通所リハビリテーションの利用促進

Ⅱ　事業目標（平成２９年度から平成３１年度まで）

地域リハビリテーション支援センターとして地域の医療機関・施設及び５市と連携し、リハビリ
テーションに携わるセラピストやケアマネジャーの知識・技術等の向上を図ると共に、地域全体
の医療・介護リハビリテーションの連携体制の強化を図る。

　現場経験が不足する若手理学療法士等の技術等の底上げを図るとともに、地域のかかりつけ医へ各地
域リハビリテーション支援センターが得意とする実践的なリハビリテーションに係る知識・技術情報を
提供
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2

取組予定内容

3 回／２９年度

各3 回
（平成３０・３１年度）

（３）

訪問・通所リハビリテーション分野への支援

（１）

取組目標

（２）

リハ施設従事者とケアマネジャーとの交流の場の設定【連携施設の活用可】

（２）

（３）

回／２９年度

回
（平成３０・３１年度）

各1

セラピストのほかに、ケアマネジャーに向けた公開講座の開催を
企画（内容は幹事会にて検討予定）

セラピストのほかに、ケアマネジャーに向けた公開講座の開催を
企画（内容は幹事会にて検討予定）

これまでの取組状況

1

取組目標

（４）

各3

各3 回
（平成３０・３１年度）

実施予定回数

実施予定回数

同上

3

回
（平成３０・３１年度）

3 回／２９年度

Ⅱ　事業実施内容等（必須の役割）　※全センター共通

地域リハビリテーション力の向上

ＯＴ・ＰＴ・ＳＴ等対象の症例発表会など【連携施設の活用可】

実施予定回数

有　・　無

かかりつけ医へのリハビリテーション知識・技術情報提供【連携施設の活用可】

実施予定回数 テーマ（予定）

1

（１）

テーマ（予定）

地域の医療機関・施設及び５市と協力し、リハ技術研修会等を開催し、リハ知識及び技術の向
上を図る。

研修会の内容については幹事会において検討予定

研修会の内容については幹事会において検討予定

医師向けの症例発表会を開催予定

医師向けの症例発表会を開催予定

北多摩北部地域５市医師会

回／２９年度

ケアマネジャーへの研修【連携施設の活用可】

取組予定内容

○技術研修会：平成２６年度１回、２７年度３回、２８年度６回
○症例検討会：平成２７年度１回、２８年度１回

行政との連携を図り、地域のケアマネジャーを対象としたリハビリテーション知識の習得支援
を目的とした公開講座等を開催する。

地区医師会や地域の関係団体（医療・介護）との連携・協力予定の有無
（団体・施設名）

同上

北多摩北部地域５市医師会

地区医師会や地域の関係団体（医療・介護）との連携・協力予定の有無

有　・　無
（団体・施設名）

スペースが足りない場合は、別紙での説明可 
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6

設置を予定する地域協議会（連絡会）

受入予定人数

区市町村による在宅リハ支援事業等への支援　　※地域リハ支援事業委託料からの支出不可

実施自治体名 支援内容支援予定

2

有

無

（３）

これまでの取組状況

4

2

回（３年間計）

（１）

取組目標

1

これまでの取組状況

これまでの取組状況

回／２９年度

平成２８年度上半期（4月～9月）のケアプラン相談支援受付実績

地域リハビリテーション関係者との連携強化

実施予定回数

3

急性期のリハビリテーションについて、講義・見学・治療・事例検討などを通じて、基礎的知
識及び技術を習得する。

①急性期のリハビリテーションの基本的な流れや役割を理解す
る。
②事例を通じてリハビリテーションの基礎的な知識を確認する。
③基本的な評価方法や治療技術を確認する。
④リハビリテーションに関連する業務を見学する。

若手理学療法士及び作業療法士の実務研修受入

名称

研修内容（予定）

取組目標

各4

人／２９年度

人
（平成３０・３１年度）

（２）
4

（５）

参加予定機関・施設（参加予定職種）

（４）

ケアプラン相談支援【連携施設の活用可】

相談受付方法 相談受付日・時間

（２）

（１）

Ⅲ　事業実施内容等（選択する役割）

補装具や摂食嚥下、痙縮治療を専門外来とし
て実施

補装具：毎週月曜午後、摂食嚥下：毎週火曜
午後、痙縮治療：毎週木曜午後

相談支援については、専門外来として予約制で実施している。施設等からの電話対応・相談は
地域医療連携室やリハビリテーション科において、随時受け付けている。

不明（外来患者のうち、ケアプラン相談だけの患者数を算出するのは困難。）

幹事会（協力施設との協議の場）を開催し、地域リハに関する意見交換及び情報提供を行い、
地域リハの体制強化を図る。

幹事会
協力施設、医療機関及び北多摩北部地域５
市より約30名

平成２６年度３回、平成２７年度３回、平成２８年度２回

スペースが足りない場合は、別紙での説明可 
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有

無

3

脳卒中医療連携推進事業への支援　※地域リハ支援事業委託料からの支出不可

支援予定

月２回高次脳機能障害の専門外来を実施した。（平成２８年４～９月実績：延べ48名）

これまでの取組状況

高次脳機能障害の専門外来を実施している。

4

支援内容

これまでの取組状況

2

支援予定
介護予防における地域リハビリテーション促進事業への支援　※地域リハ支援事業委託料からの支出不可

これまでの取組状況

地域のリハビリテーション従事者の研修、援助

（４）

予
定
有
と
し
た
項
目
に
つ
い
て
は
次
頁
も
記
入

支援内容

有

無

高次脳機能障害のリハビリテーション事業への支援　※地域リハ支援事業委託料からの支出不可

支援予定 支援内容

有

無

連絡会、事例検討会の実施 有　・　無

（６）その他、地域のリハビリテーションの推進に必要な事業 有　・　無

（５）

5

地域の関係団体の支援 有　・　無

地域で特にニーズの高いテーマに関する研修等（その１）
区分 実施予定

（１） 有　・　無

（３）福祉用具、住宅改修等の相談への対応に係る支援 有　・　無

（２）直接地域住民と接する相談機関の支援 有　・　無
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これまでの取組状況

（６）

（３）

これまでの取組状況

（４）

これまでの取組状況

（５）

直接地域住民と接する相談機関の支援

　
回

（３年間）
（２）

設定した課題 支援内容 対象 実施予定回数

福祉用具、住宅改修等に関す
るニーズに対する相談を外来
にて実施

専門職から見た
評価・助言

ケアマネ
ジャー

把握したニーズの内容

把握したニーズの内容 設定した課題 支援内容 対象 実施予定回数

把握したニーズの内容 設定した課題 支援内容 対象 実施予定回数

リハビリテーション技術研修 幹事会にて検討予定 技術研修会
近隣5市の
セラピスト

地域で特にニーズの高いテーマに関する研修等（その２）

随時
（３年間）

（１）

これまでの取組状況

地域のリハビリテーション従事者の研修、援助

実施予定回数

地域の関係団体の支援

これまでの取組状況

これまでの取組状況

把握したニーズの内容

福祉用具、住宅改修等の相談への対応に係る支援

　　９回
（３年間）

支援内容

対象

設定した課題

連絡会、事例検討会の実施

対象

把握したニーズの内容

　
回

（３年間）

対象 実施予定回数

協力施
設、連携
施設から
の代表者

　
回

（３年間）

実施予定回数

　　６回
（３年間）

その他、地域のリハビリテーションの推進に必要な事業

支援内容

把握したニーズの内容 設定した課題 支援内容

行政等と連携し事業を進めて
いくことにより、地域連携を
推進

地域の関係機関と行政等との
協力体制を強化

地域リハビリ
テーション支援
センター幹事会
の開催

外来にて実施。（件数は不明）

技術研修会：平成２６年度１回、２７年度３回、２８年度６回

平成２６年度３回、平成２７年度３回、平成２８年度２回

設定した課題
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①

専従医師
常勤
非常勤

56
14

名
名

常勤
非常勤

61
18

名
名

（うちリ
ハ専門
医）

常勤
非常勤

1
0

名
名

常勤
非常勤

1
0

名
名

理学療法
士

常勤
非常勤

6
0

名
名

常勤
非常勤

7
0

名
名

作業療法
士

常勤
非常勤

4
0

名
名

常勤
非常勤

4
0

名
名

言語聴覚
士

常勤
非常勤

3
0

名
名

常勤
非常勤

3
0

名
名

ｿｰｼｬﾙﾜｰｸ
従事者

常勤
非常勤

5
1

名
名

常勤
非常勤

4
1

名
名

■脳血管疾患等リハビリテーション料（Ⅰ）

■運動器リハビリテーション料（Ⅰ）
医療施設

地域リハビリテーション支援センター指定（平成２９年４月）に係る調査票

（　北多摩北部　医療圏）東京都東村山市青葉町１－７－１

記入年月日：平成　　年　　月　　日

昭和６１年７月１日（平成１７年４月１日）

指定医療

診療科目

内科、呼吸器内科、消化器内科、循環器内科、腎臓内科、神経内科、血液内科、内分泌・
代謝内科、外科、脳神経外科、整形外科、精神科、小児科、皮膚科、泌尿器科、婦人科、
眼科、耳鼻いんこう科、リハビリテーション科、歯科口腔外科、放射線科、病理診断科、
麻酔科

医療機関名：公益財団法人東京都保健医療公社
　　　　　　多摩北部医療センター

所在地

施設基準

医療従事
者

※指定後の診療体制や地域支援を実施する専門スタッフの充足予定等を記入してください。

平成２８年度
（４月から９月まで）

診療体制

平成２７年度

　地域におけるリハビリテーションの拠点病院としての役割を果たすことのできる専門的医療
体制を有すること

２　指定要件の充足状況

一般病床３４４床（うちリハビリ専門病床　　　床）
□訪問リハビリ（□医療保険□介護保険）　□通所リハビリ（介護保険）

併設施設 無

病床数
訪問・通所リハビリ

設置目的
北多摩北部二次保健医療圏の中核病院として、診療対象を従来の高齢者に限らず、小児か
ら一般成人までに拡大し、地域の医療機関と積極的に連携を図りながら、地域住民に適切
な医療を提供する。

１　病院の概要

開設年月日

国保、社保、生保、自賠責、労災、政管健保
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②

→

紹介患者数 8,812 人 4,435 人

（うちリハ部門） 36 人 19 人

逆紹介患者数 12,460 人 6,148 人

（うちリハ部門） 110 人 30 人

紹介率 61.2 ％ → 62.6 ％

（うちリハ部門） 55.4 ％ → 55.9 ％

逆紹介率 86.5 ％ → 86.8 ％

（うちリハ部門）　 169.2 ％ → 88.2 ％

連携病院数 19 施設 → 19 施設

（うちリハ部門） 13 施設 → 13 施設

連携診療所数 394 施設 → 399 施設

（うちリハ部門）　 17 施設 → 17 施設

連携施設数 97 施設 → 51 施設

（うちリハ部門） 42 施設 → 26 施設

③

④

有

無

技術研修会を開催している。

平成２７年度実績
・技術研修会４回
・市民交流会２回

相談窓口設置の有無

有

無

地域医療連携室の地域連携係、看護相談係、医療相談係が窓口とな
り、調整を行っている。
身体障害者手帳の相談や高次脳機能障害の診断、その他リハビリの相
談など

取組状況

研修体制

　地域のリハビリテーションに携わる従事者、家族の会、又はボランティア等関係団体に対し、
必要な研修を実施できる体制にあること

研修実施の有無 取組状況

医療機関
との連携
状況

福祉施設等と
の連携状況

相談体制

平成２７年度

　地域の医療機関、福祉施設等からのリハビリテーションに関する相談等に応じ、必要な情報を
提供できる体制にあること

※急性期、回復期、維持期の流れを踏まえたリハビリテーションにおける連携状況を記入して
ください。

　　大腿骨連携パス　回復期病院　１３カ所
　　脳卒中連携パス　急性期病院　２ヶ所、回復期病院　２３カ所、維持期　８８カ所

平成２８年度
（４月から９月まで）

　他の医療機関、福祉施設等との連携、協力関係を有すること

連携体制
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